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1. 平成27年3月期第3四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第3四半期 19,162 △0.7 352 △2.6 396 10.1 88 △47.3
26年3月期第3四半期 19,305 13.5 362 △3.7 360 △4.8 168 △14.5

（注）包括利益 27年3月期第3四半期 96百万円 （△45.2％） 26年3月期第3四半期 176百万円 （△9.9％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第3四半期 8.26 8.19
26年3月期第3四半期 15.72 15.57

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第3四半期 6,755 3,504 51.4
26年3月期 6,108 3,513 57.0
（参考）自己資本 27年3月期第3四半期 3,469百万円 26年3月期 3,484百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00
27年3月期 ― 0.00 ―
27年3月期（予想） 11.00 11.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率） 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益
百万円 ％ 百万円 ％

通期
28,000 

～30,000
7.1 

～14.7
600 

～750
8.8 

～36.0



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、添付資料の２ページ「経営成績に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期3Q 10,963,000 株 26年3月期 10,956,500 株
② 期末自己株式数 27年3月期3Q 187,200 株 26年3月期 187,200 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期3Q 10,770,729 株 26年3月期3Q 10,746,808 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日～平成26年12月31日）におけるわが国の経済状況は、昨年度から引き

続き、政府・日本銀行による金融緩和や経済対策を背景とした円安・株高等を背景に、日本企業の収益は緩やかながら

回復傾向が続いているものの、消費税率の引き上げに伴う駆け込み需要の反動減は依然として続いており、平成26年７

～９月期の国内総生産（GDP）が年率換算で△1.9％とマイナス成長になる等、先行き不透明なまま推移いたしました。 

  

このような環境の下、当社グループは、クライアントに対する人的支援サービスだけにとどまらず、グループシナジ

ーを活かしたワンストップ販売促進活動や、全国展開している拠点のスケールメリットを活かした水平展開型の販売促

進活動を支援すると共に、周辺領域まで事業を拡大いたしました。 

  

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は19,162,783千円（前年同四半期比0.7％減）、営業利益は

352,544千円（前年同四半期比2.6％減）、経常利益は396,404千円（前年同四半期比10.1％増）となりました。また、特

別損失として、連結子会社の一部事業の撤退に伴う事業整理損132,770千円、事業所の統廃合を実施したことに伴う事業

構造改善費用として19,455千円を計上いたしました。その結果、税金等調整前四半期純利益は244,177千円（前年同四半

期比20.9％減）となりました。 

  

主なセグメント別の業績は、以下のとおりであります。 

①  SPOサービス事業 

SPOサービス事業とは、「セールス・プロセス・アウトソーシングサービス」の略であり、企画立案から施策の実施、

さらには情報のフィードバックまで流通のプロセス全てに関わるワンストップ販売促進支援サービスをいいます。 

主要マーケットの一つである移動体通信業界におきましては、格安スマートフォンの登場や、SIMロック解除義務化が

発表される等業界変化の兆しが見られます。また、家電業界におきましては、円安による訪日外国人客の増加があった

ものの、消費税率の引き上げに伴う駆け込み需要の反動減が依然として続いている状況です。 

このような環境の下、当社グループは、クライアントニーズを的確に捉えたワンストップ販売促進支援サービスを提

供したものの、売上高は9,698,725千円（前年同四半期比3.2％減）となりました。 

②  BYSサービス事業 

BYSサービス事業とは、「バックヤード・サポートサービス」の略であり、店舗・倉庫における棚卸、商品の梱包、搬

入・搬出、仕分け等商品が店頭に並ぶまでの一連のバックヤード業務の支援や、食品製造工場向けの業務支援サービス

をいいます。 

主要マーケットの一つであるコンビニエンスストア業界におきましては、大手各社の新規出店は一服感が見られ始め

たものの未だ続いており、好調な業績で推移しております。また、食品製造業界におきましては、円安により原材料費

が高止まっており、厳しい状況が続いています。 

このような環境の下、当社グループは、コンビニエンスストアの新規出店に対応するための拠点進出や、棚卸だけに

とどまらない周辺事業までサービス範囲を広げた結果、売上高は6,147,059千円（前年同四半期比15.4％増）となりまし

た。 

③  HRサービス事業 

HRサービス事業とは、「ヒューマン・リソースサービス」の略であり、オフィスシーンにおける事務、コールセンタ

ー、営業販売代行等の人材サービスをいいます。 

人材サービス業界におきましては、平成26年12月度の有効求人倍率が1.15倍※と平成25年11月度から1.0倍を超え、慢

性的な働き手不足の状況が続いており、また、企業側が求める人材ニーズも高度かつ複雑化しております。 

このような環境の下、当社グループは、衆議院議員総選挙による一時的なサービス需要の高まりを的確に捉えたもの

の、売上高は3,262,515千円（前年同四半期比16.4％減）となりました。 

④  その他サービス事業 

その他サービス事業とは、Webを使った新しい販促プロモーションサイト「もにったー」や成果報酬型の求人サイト

「おいしい仕事」等のサービスをいいます。 

事業の柱であるWebサービス事業に関わるインターネット業界におきましては、スマートフォンの普及もあり、引き続

き拡大しております。 
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このような環境の下、当社グループは、「もにったー」の商品拡充及び会員数の増加だけにとどまらず「もにった

ー」をフックとしたサービスを展開したものの、売上高は54,482千円（前年同四半期比0.4％減）となりました。 

  
注）※出典：厚生労働省「一般職業紹介状況(平成26年12月分)について」より 

  

（２）財政状態に関する説明 

(資産) 

当第３四半期連結会計期間の総資産は、6,755,062千円となり、前連結会計年度と比べ646,507千円増加いたしまし

た。これは主に、投資その他の資産が115,228千円減少した一方、現金及び預金が537,819千円、受取手形及び売掛金

が168,138千円増加したこと等によるものであります。 

(負債) 

当第３四半期連結会計期間の負債は、3,250,069千円となり、前連結会計年度と比べ655,102千円増加いたしまし

た。これは主に、未払法人税等が30,501千円減少した一方、未払金が154,788千円、未払消費税等が426,963千円、事

業整理損失引当金が64,605千円増加したこと等によるものであります。 

(純資産) 

当第３四半期連結会計期間の純資産は、3,504,993千円となり、前連結会計年度と比べ8,594千円減少いたしまし

た。これは主に、利益剰余金が18,715千円減少したこと等によるものであります。 
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２．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

 

                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 1,904,550 2,442,370 

    受取手形及び売掛金 2,968,201 3,136,340 

    商品 35,751 30,092 

    仕掛品 17,326 16,562 

    繰延税金資産 52,938 36,024 

    前払費用 92,735 65,346 

    その他 28,763 180,746 

    貸倒引当金 △3,273 △3,891 

    流動資産合計 5,096,995 5,903,592 

  固定資産     

    有形固定資産 173,154 157,049 

    無形固定資産     

      のれん 37,370 17,786 

      その他 73,705 64,539 

      無形固定資産合計 111,076 82,325 

    投資その他の資産     

      投資その他の資産 734,635 619,406 

      貸倒引当金 △20,798 △17,912 

      投資その他の資産合計 713,837 601,494 

    固定資産合計 998,067 840,869 

  繰延資産 13,491 10,600 

  資産合計 6,108,555 6,755,062 

負債の部     

  流動負債     

    買掛金 1,550,865 1,574,963 

    未払金 259,707 414,496 

    未払費用 117,875 140,230 

    未払法人税等 82,096 51,594 

    未払消費税等 207,067 634,031 

    預り金 92,390 137,833 

    賞与引当金 38,301 1,601 

    事業整理損失引当金 － 64,605 

    その他 23,876 11,727 

    流動負債合計 2,372,182 3,031,083 

  固定負債     

    長期未払金 9,058 8,948 

    役員退職慰労引当金 211,737 209,243 

    退職給付に係る負債 4 － 

    その他 1,983 793 

    固定負債合計 222,784 218,985 

  負債合計 2,594,967 3,250,069 
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                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 1,385,227 1,386,035 

    資本剰余金 553,758 554,565 

    利益剰余金 1,599,008 1,580,292 

    自己株式 △58,427 △58,427 

    株主資本合計 3,479,566 3,462,466 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 5,084 6,786 

    その他の包括利益累計額合計 5,084 6,786 

  新株予約権 8,739 9,378 

  少数株主持分 20,197 26,362 

  純資産合計 3,513,587 3,504,993 

負債純資産合計 6,108,555 6,755,062 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第３四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：千円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 19,305,898 19,162,783 

売上原価 16,119,592 15,979,527 

売上総利益 3,186,306 3,183,256 

販売費及び一般管理費 2,824,234 2,830,711 

営業利益 362,071 352,544 

営業外収益     

  受取利息及び配当金 2,891 3,080 

  保険解約返戻金 － 46,759 

  その他 2,012 1,963 

  営業外収益合計 4,904 51,802 

営業外費用     

  支払利息 3,867 3,871 

  創立費償却 2,143 2,143 

  固定資産売却損 － 812 

  その他 768 1,115 

  営業外費用合計 6,779 7,943 

経常利益 360,196 396,404 

特別損失     

  子会社整理損 51,443 － 

  事業整理損 － 132,770 

  事業構造改善費用 － 19,455 

  特別損失合計 51,443 152,226 

税金等調整前四半期純利益 308,752 244,177 

法人税、住民税及び事業税 134,066 129,548 

法人税等調整額 2,990 19,486 

法人税等合計 137,057 149,035 

少数株主損益調整前四半期純利益 171,695 95,142 

少数株主利益 2,703 6,164 

四半期純利益 168,991 88,977 
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四半期連結包括利益計算書 

第３四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：千円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 171,695 95,142 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 4,931 1,702 

  その他の包括利益合計 4,931 1,702 

四半期包括利益 176,626 96,844 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 173,922 90,679 

  少数株主に係る四半期包括利益 2,703 6,164 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

  

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日) 

該当事項はありません。 
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